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仁
王
の
よ
う
に
大
き
く
な
あ
れ

萬
満
寺
・
仁
王
の
股
く
ぐ
り

水　緑　文化

馬

橋
に

あ

る
法
王

山
・
萬
（

ま
ん
）
満

寺
で
３

月
2
7日
～
2
9日

に
、
中
気
よ

け

の

不
動
祭
り

と
し
て

知
ら
れ

る
恒
例
の

諸
厄

災
よ
け
の

祈
祷
（

き
と
う
）
と
、

唐
椀
（
と

う
わ
ん
）

供
養
の
行
事
が

行

わ
れ
、

多

く
の
人

で
に
ぎ

わ
い

ま
し
た

。

ま
た
こ

の
日

は
、
ふ
だ

ん
は

固
く
閉

ざ
さ
れ
て
い

る
仁
王
門
の

扉
が
開
け

ら

れ
、
金
剛
力
士

像
、
阿
（

あ
）
像
と
吽

（

う
ん
）

像
を
直
接
見

る
こ

と
の
で
き

る
日

で
も

あ
り
ま
す

。

、

運
慶
作
と
も
い
わ
れ
る
こ
の
像
は
、

二
体
と
も
木
造
寄
せ
木
造
り
で
彩
色
、

玉
眼
。
像
高
は
阿
像
が
一
㍍
五
十
七
㌢
、

吽
像
が
二
㍍
四
十
㌢
と
大
き
な
も
の
で
、

戦
前
は
国
宝
の

指
定
を
、

現
在
は
国
の

重
要
文
化

財
の

指
定
を
受

け
て
い

ま
す
。

仁
王
様

と
呼
ぱ
れ
親
し

ま
れ
て
い

る

。

金
剛
力
士

像
。
特
に
阿

像
は
仁
王
の

股

（

ま
た
）
く
ぐ
り
と
し
て
有

名
で

す
。

そ
の
歴
史
は
古

く
、
痘
瘡
（
お

や
く
）

-
一
生
に
一
度
は
か
か
る
と
い
わ
れ
て

い
た
疱
瘡
（
ぽ
う
そ
う
）
-
を
軽
く
済

ま
せ

る
こ

と
が
で
き

る
と
し
て
、

江
戸

時
代

か
ら
広
く
知

ら
れ
て
い
ま
し

た
。

今
で
は

、
疱
瘡
に

か
か
る
こ
と

は
な

く
な

り
ま
し
た
が
、

仁
王

様
の
力

強
い

姿
に

あ
や
か
り
、
「

健
康
祈

願
」
の

た
め

仁
王
の

股
く
ぐ
り
に
訪

れ
る
人

は

後
を

断

ち
ま
せ
ん

。

※
萬
満
寺
の
中
気
よ
け
の
不
動
祭
り
・

仁
王
の
股
く
ぐ
り
は
、
春
（
３
月
2
7

日
～
2
9
日
）
と
秋
（
1
0
月
2
7
日
～
2
9

日
）
の
年
二
回
行
わ
れ
ま
す
。
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合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
者
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

きれいな川をつくろう

生
活
排
水
に
よ
る
河
川
の

水

質
汚
濁
は
、
松
戸
市
だ
け
で
な

く
、
全
国
規
模
で
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
河
川
の
水
質
汚

濁
の

原
因
の
う
ち

、
生
活
排
水

に
よ
る
も
の
が
約
八
六
％

を
占

め
て

い
ま

す
。

生
活
排
水
を
浄
化
す
る
抜
本

的
な
対
策
は
、
も
ち
ろ
ん
流
域

下
水
道
の
整
備
で

す
。
し
か
し

下
水
道
が
完
備
す
る
ま
で
に

は
、

長
い

年
月
と
膨
大
な
費
用
が
か

か
り
、
そ
の
間
に

も
市
内
河
川

の
汚
濁
は
進
み
ま
す
。

河
川
の
水
質
浄
化

を
図
り
、

景
観
だ
け
で
な
く
水
質
に
つ
い

て

も
、
市
民
が
親
し
み
、
安
心

で

き
る
水
辺
を
復
活

さ
せ
る
た

め
に
は
、
下
水
道
の
整
備
と
並

行
し
て
、
生
活
排
水
を
浄
化
す

る
暫
定
的
な
対
策
も
必
要
で

す
。

市
で
は
暫
定
対
策
と
し
て

、

効
果
的
な
「
合
併
処
理
浄
化
槽
」

の
設
置
を
促
進
す
る
た
め
、
今

年
度
か
ら
、
市
内
の
一
部
地
域

で
、こ

の
浄
化
槽
を
設
置
す
る
人

に
、そ
の
設
置
費
用
の
一
部
を
補坂川親水プロムナード で

助
す
る
制
度
を
始
め
ま
し
た
。

合
併
処
理
浄
化
槽
つ
て

ど
ん
な
も
の
？

水
洗
ト
イ
レ

を
使
う
と
き
は
、

下
水
道
で

処
理
さ
れ
る
場
合
を

除
き
、
浄
化
槽
を
設
置
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の

浄
化
槽
に

は
、
大
き
く

分
け
て

単
独
処
理
浄
化
槽
と
、

合
併
処
理

浄
化
槽
の
二
つ
が
あ

り
ま
す
。

単
独

処
理
浄
化
槽
…
し
尿
だ

け
を
処
理
す
る
浄
化
槽
で
す
。

雑
排
水
（
台
所
、
洗
濯
、
ふ
ろ

の
排
水
な
ど
）
は
そ
の
ま
ま
流

さ
れ
ま

す
。

５月１日から自転車保管所の一部が変わります

処
理
の
能
力
自
体
も
非
常
に
高

く
な
っ
て
い
ま

す
。

こ
の
た
め
、
単
独
処
理
浄
化

槽
と
比
べ
る
と

、
そ
の
汚

れ
の

量
は

八
分

の
一

に

な
り
ま

す

（
下
図
参
照
）
。

合

併

処
理

浄

化
槽
・

し

尿
と

併
せ

て

雑

排

水

も

処
理
で

き
る

浄
化

槽
で

す

。

今
ま

で

も

、

大
型

の

合

併

処

理

浄
化

槽

は

あ

り
ま

し

た

が

、

小
型

の

合

併

処
理

浄
化

槽

も
開

発
さ

れ

て
い

ま

す

。

合

併

処
理

浄
化

槽
は

、
し

尿

と

雑

排

水
の

両

方

を
処

理
し

、

補

助

制

度

の

概

要

補
助
対
象
地
域
・
真
間
川
流

域
で

、
江
戸
川

左
岸
流
域
下

水

道
松
戸
幹
線
・
市
川
幹
線
の
う

ち
で

、
次
の

①
か

②
の
地
域
。

①
市
街
化
調
整
区
域
の
全
域

②
市
街
化
区
域
の
う
ち
で

次
の

地
域

・
五
香
六

実
、
松
飛
台
、

浄化槽の大きさ
補助金の限度額

５人檣

６人槽

７人槽

８人檣

９人檣

10人槽

11～20人檣

21～30人槽

31～50人檣

600,000円

700,000円

800,000円

900,000円

1,000,000円

1,100,000円

1.854.000円

3,296,000円

4,326,000円

竹
ヶ
花
と
河
原
塚
に
　

自
転
車
保
管
所
を
新
設

５
月
１
日

か
ら
、
竹
ヶ
花

と
河
原
塚
に
自
転
車
保
管
所
が

新
設
さ
れ
ま
す
。

こ

れ
に
伴
い

、
４
月
3
0日

を
も
っ
て
、
新
松
戸
と
八
柱
の

自
転
車
保
管
所
は
廃
止
さ
れ
ま

す
。返

還
場
所
の
区
分
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。

自転車の放置はやめましよう

市
で

は
、
駐
車
場
以
外
の
自

転
車
放
置
禁
止
区
域
内
に

放
置

さ
れ
た
自
転
車
は
、
条
例
に
よ

り
撤
去
し

、
自
転
車
保
管
所
で

保
管
し
て
い
ま
す
。

保
管
さ
れ
た

自
転
車
で

住
所

串
畸
南
町
、
初
富
飛
地
、
日
暮

爭

ぶ
た
い
、
字
鳥
井
戸
）
、
高

塚
新
田
（
秋
山
土
地
区
画
整
理

地
区
を
除
く
）
、
串
崎
新
田
（
関

台
土
地
区
画
整
理
地
区
を
除
く
）

補
助
の
条
件
・

専
用
住
宅
、

共
同
住
宅
、
店
舗
併
用
住
宅
（
た

だ
し

、
住
居
部
分

が
二
分
の
一

以
上
の
も
の
）
な
ど
に
、
五
～
五

十
人

槽
ま
で
の

合
併
処
理
浄
化

槽
（
処
理
能
力
に
条
件
が
あ
り

ま

す
）
を
設
置
す
る
こ
と
な
ど
。

※
既
存
の
浄
化
槽
を
合
併
処
理

浄
化
槽
に
す
る
場
合
も
、
く

み
取
り
式
を
合
併
処
理
浄
化

槽
に
す
る
場
合
も
、
補
助
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

補
助
金
の
限
度
額
・

上
表
の

と
お
り
。

補
助
金
の
申
請
な
ど
・

こ
の

補
助
金
を
受
け
る
に
は
、
設
置

前
に

申
請
が
必
要
で
す
。

工

事

内

容
を

確

認
し

た
う

え
で
補
助
金
額
を
決
定
し

、
原

則
と
し
て
口
座
振
り
込
み
で
交

付
し
ま
す
。

対
象
地
域
内
で

、
浄
化
槽
を

設
置
す
る
予
定
の
人
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

生
活
環
詭
課
生
活
環
境
係

丶 一

す
て
き
な
名
前
を
待

っ
て
ま
す

文
化
会
館
の
愛
称
を
募
集
中

平
成
５

年
秋
に

開
館
を
予
定

し
て
い
る

、（
仮
称
）
松
戸
市
文

化
会
館
の
愛
称
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に

末
永
く
愛

さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
よ
う
な
名

前
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
…
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人

賞
・
入
選
一
人
、
準
入
選

（
二
人
）
【
入
選
作
・
準
入
選
作

が
複
数
あ
る
場
合
は

、
抽
選
。

入
選
作
が
愛
称
に
な
り
ま
す

。

入
選
・
準
入
選
の
方
に
は
、
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

応
募
者
全
員
の
中
か
ら
、
抽

選
で

五
十
人
二

人
二
枚
組
み
）

の
方
を
開
館
記
念
の

催
し
物
に

戸

定

歴

史

館
「
松

戸

の

明

治

」

展

が

始

ま

り

ま

す

明

治
1
7
年
に

松

戸
の

戸

定

邸

に

移

住

し

た

最

後
の

水

戸

藩

主

・

徳
川

昭

武

は
当

時

の

松

戸

周

辺
の

写

真

を

た
く

さ

ん

残
し

て

い

ま
す

。

当

時
の

農

村

風

景
や

働

く
人

人

の

表
情

な

ど

を

生
き

生

き
と

と

ら

え

た

傑

作
の

数

々
は

、

失

わ

れ

た

日

本
の

原

像
に

も

通
じ

る
も

の

が

あ
り

ま

す

。

今

回
は

、

未
公

開
だ

っ

た
こ

れ

ら
の

写

真

の

数

々
を

展
示

し

ま

す

。

期
間
・
前
期
＝
４
月
2
4
日

～
６
月
７
日
、
後
期
＝
６
月

1
4
日
～
７
月
2
6
日

会
場
…
戸
定
歴
史
館
（
松
戸

七
一
四
-
一

展

示
写

真

点

数

…
前

後

期

各

四

十
四

点

休
館
日
・
毎
週
月
曜
日
。
月
曜

が

祝
日

の

場

合
は

翌

日

※
５

月
４

日

は

開
館

し

、
６

日

が
休

館
と

な

り

ま

す

。

戸
定
歴
史
館
　
6
2
-
2
0
5

0

番

り

招

待
し

ま

す

。

発

表
・

広

報
ま
つ

ど
６

月
2
0

日

号

で

発

表
し

ま

す

。

応

募

方
法
・

５

月
１１

日

ま

で

に

、

応

募
用

紙
で

直

接

、
市

役
所
・
支
所
・
市

民

セ

ン

タ

ー
・

図

書
館

本

館

・
市

民

会

館

・

市

民

劇
場

へ

。

ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
、
愛
称
の

意
味
や
意
図
・
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
、
市
外

在
住
の
人
は
勤
務
先
ま
た
は
学

校
名
を
明
記
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸

市
根
本
三
八
七
-
五
松
戸
市
役

所

文

化

会

館
開

設

室
へ

（
５

月
1
1

日

の

消
印

有

効

）

※
一

人

何

点
で

も

応

募
可

。

憇

文

化

会

館

開
設

室

住
宅

の

か
さ
上

げ
工

事
に

融

資
の

あ
っ
せ

ん
を

し
ま

す

大
雨
な
ど
に
よ
る
浸
水
被
害

か
ら
住
宅
を
守
る
た
め
、
市
で

は
左
表
の
地
域
で

、
か
さ
上

げ

工

事
を
予
定
し
て

い
る
人
に

融

資
の
あ
っ
せ

ん
と
利
子
補
給
を

行
っ
て
い

ま
す
。

希
望
す
る
人
は
資
格
要

件
を

確
認
し
て

申
し
込
ん
で

く
だ

さ

い

。
あつせん対象の地区 建設完了年月日

東平賀字城町、根木内字宿畑、根木内字箱田、

根木内字葉中、小金原一丁目、日暮字小山、

小金清志町字二丁目、小金清志町字三丁目、

ニツ木字溜井下、ニツ木字後田、ニツ木字二

葉町

昭和50年7月31日以前

大橋字松ノ木下、大橋字土橋下、大橋字坂下、

大橋字寺之下、紙敷字妙見下、秋山字北、常

盤平二丁目

昭和56年10月31日以前

防
災
課

・
氏
名
が
明
ら
か
な
場
合
に
は

持
ち
主
に
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ

し

ま

す

の
で

、
早

め
に

受
け

取

っ

て

く

だ

さ
い

。

受

け

取

る

際
に

必

要

な
も

の

・
通
知
ハ
ガ
キ
・
印
鑑
・
自
転

撤 去 場 所 返還場所 返 還 日 時 間

松戸駅、矢切駅
大橋保管所

(従来どぉり) 月･木曜日

と

第1･3 土曜日

祝
日
と
年
末
年
始
は
返
還
し
ま
せ
ん

月･火 一木･金

曜日は

午後２時

～ ７時

土曜日は

午前９時

～ 午後２時

北松戸駅､ 馬橋駅、

新松戸駅、北小金

駅、小金城址駅

(５月1日がら)

竹ヶ花保管所

(４月30日までは)

新松戸保管所

五香駅､元山駅、

六実駅

六高台保管所

(従来どおり) 火･金曜日

と

第２･４土曜日
上本郷駅、松戸新

田駅､稔台駅､八柱

駅、常盤平駅

(５月１日なら)

河原塚保管所

(4 月30日までは)

八柱保管所

車
の
鍵
・
移
送
保
管
料
＝
千
五

百
円
（
原
付
自
転
車
は
三
千
円
）

・
身
分
を

証
明
す
る
も
の
（
免

許
証
・
健
康
保
険
証
な
ど
）

安
全
課
安
全
係



1992 年(平成４年)４月２０日(3)広報まつ
ど

５月３日　みんなで楽ししい一日

第19 回こども祭

第
1
9回
を
迎
え
た
「
松
戸
市

こ

ど
も
祭
」
を
、
今
年
も
５
月
３

日

に
運
動
公
園
で
開
催
し
ま

す
。す

っ
か
り
お
な
じ
み
に
な
っ

た
竹
と
ん
ぼ
・
竹
馬
作
り
や
、

迷
路
・
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な
ど
で
、

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し

く
遊
ん

で
く
だ
さ
い

。

※
各
コ

ー
ナ

ー
に
は
、
事
前
に

申
し
込
み

が
必
要
な
も
の
が

あ
り
ま
す
（
下
表
参
照
）
。

※
都
合
に
よ
り
、
内
容
・
時
間

を
変
更
す
る
催
し

物
が
あ
り

ま

す

。

日

時

…
５

月

３

日

午

前
1
0

時
～

午

後
３

時

雨

天

決

行
）

会

場

…

運
動

公

園

へ
は

Ｊ

Ｒ

北

松

戸

駅
下

車
、

徒

歩

十
五

分

、

「
松

戸

高

校
行

き

」
バ

ス
で

五

分

。

新

京

成

松

戸

新
田

駅
下

車

、
徒

歩

十

分

。

車
で

の

来

場
は

ご
遠

慮

く

だ
さ

い
（
左
下

地

図

参

照

）
。

申

し
込

み

制

の

催
し

物
は

、

４

月
2
7
日

ま
で

、
こ

ど
も

課

で

受

け
付

け

ま

す

。

こ

ど

も
課

育
成

係

は
し
ご
車
体
験
乗
車（
昨
年
の
こ
ど
も
祭
か
ら
）

コ ー ナ ー 内 容 会 場
雨天の

場合

ち び つこ 太鼓 太鼓のブルーフが日ごろの練習の成果を発表 （自由参加）
野球場前 体 育 館

大 道 芸 こままわし･あめ細工･紙芝居･さるまわしを紹介 （自由参加）

ＳＬ ミニＳＬに乗って広場を一周　　　　　 （自由参加） 正面広場
中 止

こども対抗リレー 少年少女団体代表８名による男女混合リレー　 申し込み制） 陸上競技場

うでずもう大会 学年別、男女別の12区分による勝ち抜き大会　　（自由参加） 武道館横 剣 道 裼

こ ども みこし たるみこし４台が会場内を練り歩く （申し込み制･当日受付） 公園内一周 中 止

ヨ ー ヨ ー 会場内数ヵ所でヨーヨー作りを楽しむ　　（自由参加） 会場内数ヵ所体育館前

冒 険 手ｲ乍りフフスレチツクを楽しむ　　　　　 （自由参加） 野球場前
中 止

ﾎﾞｰｲｽｶｳﾄ 冒険 モンキーブリッジ、いかだ乗りなどに挑戦　 （自由参加） 野 球 場
プ ー ル

昔 の 遊び 創 作 竹細工(竹とんぼ･竹馬)を作り、自由に遊ぶ　　( 自由参加) 野 球 場 練 成 室

バ ザ ー 各育成会の不用品を持ち寄り、参加者へ販売　　（自由参加） 武道館横 体育館ﾛﾋﾞｰ

地 震 体 験 地震の体験･消火の訓練･大声の測定などで防火知識を得る(自由参加) 左側駐車場 中 止

マジックショー ふしぎなふしぎな手品の数々を間近で見よう　　（自由参加） 小体育室 小体育館

折 り 紙 かわいい動物･きれいな花など折り方をたくさん覚えよう（自由参加） 談 話 室 談 話 室

こどもおはなし
キ ャ ラ バ ン

おはなしキャラバンとこどものキャラバンが出るよ （自由参加） 卓 球 室 卓 球 室

つ な 引 き 少年少女の団体代表チームによるつな引き大会（申し込み制） 体 育 館

中 止長 な わ と び 少年少女の団体チームによる長なわとび大会(申し込み制） 陸上競技場

迷 路 あなたは上手に脱出することができるかな　　　（自由参加） 野 球 場

す も う 豆力士による勝ち抜き大会，全国大会に出場するﾁｬﾝｽ も （申し込み制） すもう場 柔 道 場

クイズ 難問、奇問。最後まで残ることができるかな （自由参加） 陸上競技場 体 育 館

ガールスカウト ６ヵ所の関所をまわりながらゲームなどをする「ワイドゲーム．通過レだ関所でカードに印を押してもらいましよう　（自由参加）

野 球 場 中 止
軽 ス ポ ー ツ ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ､ﾃﾞｨｽｸｺﾞﾙﾌなど楽しいｽﾎﾟｰﾂがいっぱい(自由参加)

売 店 ジュース、コーラ、パン、アイスクリーム、牛乳などを販売します。 武道館横 武道館横

その他のコーナー 選挙管理委員会で、白ばらの苗木2000本を、会場内で配布する予定です。

－ 一・ 一ミ ー・ 一－ －ミ ９ － －－ 一一 一 一 一一 一 一 －－

あ
な
た
の
健
康
 
1
7
2

金
は
水
や
汗
に
極
め
て
溶
け
に
く
い

金
属
で
あ
る
た
め
、
金
製
あ
る
い
は
金

メ
ッ
キ
製
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
を
着
け
て

も
、
か
ぶ
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

日
常
み
ら
れ
る
金
の
指
輪
・
ネ
ッ
ク

レ
ス
ー
イ
ヤ
リ
ン
グ
な
ど
に
よ
る
皮
膚

の

障

害

は

、

金

が
原

因
で

は

な

く

、

そ

れ
ら

ア

ク

セ

サ
リ

ー
に

含
ま

れ
て

い

る

ニ

ッ

ケ
ル

や

コ

バ
ル

ト
に

よ

っ

て

起
こ

る

か

ぶ

れ

が

ほ

と

ん

ど
で

す

。

と
こ

ろ

が

、
最

近

は

耳

た

ぶ

に

孔
（

あ
な

）
を

開
け

る

ピ

ア

ス
型

イ

ヤ

リ
ン

グ

の

流

行
に

し

た

が
っ
て

、

金
に

よ

る
か

ぶ

れ

が

目

立

っ
て

き
ま

し

た

。

こ

れ

は

、

耳

た

ぶ

に

孔
を

開

け
て

ピ
ア

ス

を

入

れ
る

た

め

、
金

が
皮

内
の

組
織

液
と

直

接

接

触
し

、

イ

オ
ン

化

し

て

大

量
に

溶

け

出
し

て

、

や

が
て

、
ア

レ

ル

ギ

ー

反

応

を

起

こ

す
と

考
え

ら

れ

る
か

ら

で

す

。

あ
り
ま
す
。

治
療
方
針
と

そ
の
予
防
法
は

か

ぶ
れ
は
、
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
外

用
削
で
容
易
に
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す

金製ピアスによるかぶれ

か

ぶ

れ

の

特

徴

は

ピ
ア
ス
を
着
け
て
か
ら

数
週
間
後
に
、

耳
た
ぶ
に
強
い

発
赤
と
む
く
み
の
あ
る

急
性
の
皮
膚
炎
が
起
こ

り
、
や
が
て

ピ

ア
ス
の
開
孔
部
を
中
心
と
し
て
皮
下
に

小

さ
い

硬
い

結
節
を
つ

く
る
こ

と
で

す
。ま

た
こ
の

急
性
の
皮
膚
炎
は
、
汚
い

分
泌
物
を
伴
い
、
あ
た
か
も
と
び
ひ
の

よ
う
な
細
菌
感
染
を
思
わ
せ
る
症
状
と

な
り
、
周
囲
に
広
が
っ
て
ゆ
く
こ
と

が

が
、
問
題
は
組
織
内
に
残

っ
た
金
イ
オ
ン

が
結
節
性

の

病
巣
を
つ

く
り
、
長
い

間
に
わ
た
り
急
性
の
炎
症

を
繰
り
返
す
こ
と
で

す
。

従
っ
て
治
り
に
く
い
こ
の

病
巣
は
、
外
科
的
切
除
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

予
防
は
基
本
的
に
は
金

が
イ
オ
ン
化
し
て

、
皮
内

の
組
織
液
中
に
溶
け
出
さ

な
い
よ
う
に

す
る
こ

と
で

す
。高

価
な
ピ
ア
ス

を
求
め

た
ら
、
す
ぐ
に
着
け
た
い

と
思
う
で
し
ょ
う
が
、
一

般
的
に
は
耳
た
ぶ
の

開
孔

部
に

、
表
皮
に
よ

る
ト
ン

ネ
ル

が
完
全
に
で

き
る
ま

で

、
金
製
ピ
ア
ス

を
着
け

る
こ

と
を
控
え
、
金
を
全

く
含
ま
な
い
ス
テ
ン
レ
ス

製
の

代
用
ピ
ア
ス

を
、
一

時
的
に
着
け
る
の

が
よ
い

で
し

ょ
う
。

今
後
は
イ
ヤ
リ
ン
グ
な
ど
の
金
属
装

身
具
の

使
用
は
多
く
な
り
、
ま
た
ト
ラ

ブ
ル

も
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。そ

の
使
用
に
は
十
分
気
を
つ
け
る
と

と
も
に

、
ト
ラ

ブ
ル

に
対
し
て
は
早
め

に

、
医
師
に
よ
る
適
切
な
処
置
を
受
け

て
く
だ
さ
い

。

（
松
戸
市
医
師
会
）

緑
と
花
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 
'
9
2

4
月
2
9日
に
開
催

緑
と
花
の
即
売
会
や
各
種
展

示
コ

ー
ナ

ー
な
ど
、
楽
し
い

催

し
物
を
た

く
さ
ん
用
意
し
て
、

皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日

時
・

４

月
2
9
日

午

前
1
0

時

～

午

後
３

時

雨

天

決

行

）

会
場
・

運

動
公

園

（

車
で

の

来

場
は

ご
遠

慮

く
だ

さ
い

）
。

※
賛
助
会
員
］
（
団
体
一
口
一
万

円
、
個
人
一
口
千
円
か
ら
）を

募
集
し
て
い

ま
す
の
で

、
ご

協
力
く
だ
さ
い

。
す
で
に
会

員
の
方
に
は
、
入
会
し
た

１

ヵ
月
前
に
通
知
し
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
お
願
い
し
ま
す
。

ま
つ
ど
街
と

水
辺
の
緑
化
基

金

緑と花の市､ 草花のセリ 市､ 鉢物･観葉植物等相談コ

ーナー、クイズ大会、巣箱･えさ台作製コーナー、グ

リ ーン アド ベン チャ ー、野だて席、「自然と 親しも

う」一見る･食べる･遊ぶ（パネル展）、まつどふるさ

と緑の百景写真展など

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
者

直
接
窓
口
、
ま
た
は
ハ
ガ
キ

で
〒
2
7
1
松
戸
市
上
矢
切
二
九
九
-

一
矢
切
公
民
館
(
6
8
-
1

2
1
4

番
）
へ

科 目 日 時 講 師 内 容 費 用

あなたの旅

を楽しく

5/9～30の

毎週土曜日

午後2時～4時

JTB

松戸支店

ラ イフ スタ イルと 旅

行志向、旅を楽しむ素

材選び(国内･国外)
無料

フラワー

デザイン

5/12～6/23の

毎週火曜日

午前10時～正午
上野佳子氏

父の日 のためのギフ

ト 、壁掛け、鉢物のラ

ッピング

教材費

5,500円

オカリナ

5/6～7/8の

毎週水曜日

午後6時30分

～8時30分

中塚純二氏

持ち方･吹き方、夕焼

けこ やけ、峠の わが

家、合奏

教材費

6,500円

ワープロ

5/13

～15

7/8
～10

午後1時30分

～3時30分

中古隆雄氏

初級コース

キーボード 操作から

応用まで．

無料

洗剤と洗濯

機の上手な

使い方

6/3･4

午後1時30分

～5時
松本和夫氏

石けんの種類と選択、

布地の洗い方･仕上げ

方

イベントコーナー

矢切公民館

成人講座(前期)



上記以 外の日 は国民年金課 へ

国民年 金課適用係

広報まつど(4

)

第７７９号

一 般会計1,152 億 円

はこうして使います
平
成
４
年
度
の
市
の
予
算
が
、
３
月
定
例
市
議
会
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
、
前
年
度
比
一
七
・
九
％

増
の
一
千
百
五
十
二
億
円
、
特
別
会

計
と
企
業
会
計
を
含
め
た
全
会
計
で
は
一
五
・
九
％

増
の
一
千
八
百
八
十
九
億

八
千
六
百
九
十
九
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
第
四
次
総
合
五
か
年
計
画
の
四
年
次
目
に
当
た
り
、
各
事
業
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

予
算
の
概
要
と
と
も
に
、
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
（
仮
称
）
大
金
平
消
防
署
建

設
事
業
…
平
成
３

年
度
か
ら

建
設
を
進
め
て
い
た
大
金
平

消
防
署
が
、
平
成
４
年
1
0月

に

開

署
し

ま

す

。

消

防

職
員

二

十

五

人

、
消

防

自

動

車
な

ど

四

台

を
配

置

し

ま

す

。

▽
救
急
高
度
化
整
備
事
業
・
高

建設中の博物館(平成５年４月開館予定)

規
格
の
救
急
自
動

車
を
中
央

消
防
署
に
導
入
す
る
と
と
も

に

、
高
度
な
救
命
処
置
用
資

機
材
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
の
歳
入
と
歳
出

教
育
　
郷
土
に
親
し
み
、
ふ
れ
あ
う
た
め
に

▽
博
物
館
建
設
事
業
・
縄
文
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

開
催
準
備
経

費
・

総
合
公
園
「
二
十
一
世

紀
の
森
と

広
場
」
内
に

、
考

古
・
歴
史
・
民
俗
資
料
な
ど

に
よ
る
博
物
館
の
開
設
準
備

を
進
め
、
平
成
５

年
４
月
の

開
館
を
目
指
し
ま
す
。
屋
外

に
は
野
外
展
示
場
「
縄
文
の

森
と
ム
ラ

」
を
整
備
し

、
ま

た

、イ
ベ
ン
ト
「
縄
文
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

」
を
開
催
す
る
た

め
の
開
催
準
備
を
進
め
ま

す
。

博

物

館

を

建

設

▽
歴
史
の
散
歩
道
整
備
事
業
…

「
松

戸
駅

か

ら

矢
切

の

渡
し

」

コ

ー
ス

を

、

豊
か

な

自

然

景

観
や

、

文
化

財

・
史

跡

な

ど

貴
重

な

歴

史

的

遺
産

に

親
し

み

な

が
ら

散

策
で

き

る
コ

ー

ス
と

し

て

整

備
し

て

い

き

ま

す

。

▽
松
戸
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

改
修
事
業
・
平
成
６
年
県
民

体
育
大
会
を
、
主
会
場
と
し

て
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
全

天
候
八
コ
ー
ス
に
改
修
し
、

陸
上

競
技
場
の

充
実
を
図
り

ま
す
。土

木
　
お
年
寄
り
に
や
さ
し
い
市
営
住
宅

シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
を
建
設

▽
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
建
設

事
業
・

高
齢
者
専
用

住
宅
と

し
て

、
福
祉
施
策
と

密
接
な

連
携
の
と
れ
た
市
営
住
宅
を
、

中
金
杉
に

建
設
中
で

す
。
平

成
５
年
３
月
に
完
成
の

予
定
。

▽
市
営
住
宅
建
設
事
業
・
松
戸

新
田
に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
三
階
建
（
六
六
戸
）
の

市

営
住

宅

を

建
設

し

ま

す

。

平

成
５

年
に

完
成

の

予

定

。

▽
ニ
十
一
世
紀
の
森
と
広
場
建

設
事
業
…
早
期
開
園
を
目
指

し
、
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
パ

ー
ク
セ
ン
タ
ー
や
カ
フ
ェ

テ
ラ
ス
の
建
設
を
進
め
ま
す
。

平
成
５

年
に
一
部
開
園
の
予

定
。

相談のご 案内5・6月
相談はすべて無料です。お気軽にご利用を。

相 談 名 日 時 会 場

経営・触資相談

商工課振興係

5/6

午前10時30分～午後3時30分

六実市民

センター

5/2･6/3･17

午前10時～午後4時
市役所
相談コーナー労働相談

商工課労政係
5/1･6/1･15

午後1時～5時

消費生活苦情相談

消費生活ｾﾝﾀｰ　66-6565番
毎日午前8 時30分～午後5 時

(土曜日は午後O時30分まで)

消費生活

センター

女性就業相談

商工課労政係
毎週水･ 金曜日

午前10時～午後4 時
内職相談室

相 談 名 日 時 会 場

法律相談

毎週火･ 木曜日と毎月第2･ 第4 月

曜日午後1 時～5 時､ 毎月第1 月曜

日午前9 時～正午(いずれも予約制)

市役

所
相
談

コ
ー

ナー
税務相談 5/8・6/12午後1時～5時

登記相談 5/1･6/1 午後1時～4時30分

行政相談
5/11・25･6/8・22

午後1時～3時

交通事故・市

政・一般相談

毎日午前8 時30分～午後5 時

(土曜日は午後O 時30分まで)

住宅相談 毎週水曜日午前10時～午後4 時 市役

所
相
談

コ
ー

ナー発明相談 5/1･6/1 午後1時～3時

心配ごと相談・人権相談

会 場 日 時

市役所

相談コーナー

5/1･8･15･☆22

6/5・12･19・26

常盤平支所 5/6･6/3

馬橋支所 ◎5/11・◎6/1

六実支所 ◎5/12・◎6/2

小金原

市民ｾﾝﾀｰ
5/7・6/4

小金

市民ｾﾝﾀｰ
5/12 ・　6/2

新松戸

市民ｾﾝﾀｰ ◎5/6・◎6/3

※柏労働基準監督署(0471-63-0245番)、東葛飾支庁商工労政課(61-2115番)

でも行っていますo
市民相談室

※◎印は心配ごと相談のみ、☆印は人権相談のみ。

※人権相談は干葉地方法務局松戸支局(63-6278

番)でも行っています。

人権相談＝援護課庶務係、心配ごと相談＝社会

福祉協議会　68-0503番

巡回 年 金相 談

会 楊 日 時

常盤平支所 5/1 ・6/2

午前10

時
～

午
後
３
時

小金支所 5/6 ・6/5

小金原支所 5/8 ・6/9

馬橋支所 5/12 ・6/12

六実支所 5/15 ・6/16

新松戸支所 5/19 ・6/19

矢切支所 5/22 ・6/23

東部支所 5/26 ・6/26

消
防
　
安
全
な
街
づ
く
り
の
た
め
に

大
金
平
に
消
防
署
が
オ
ー
プ
ン

総
務
　
市
民
文
化
活
動
を
応
援
し
ま
す

文
化
会
館
を
建
設

▽
（
仮
称
）
文
化
会
館
建
設
事

業
・
総
合
公
園
「
二
十
一
世

紀
の
森
と
広
場
」
内
に
、
大

・
小
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
、
市
　

民
文
化
サ
ロ
ン
・
文
化
情
報

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
文
化
会
館
の
建
設
を
進
め

ま
す
。
平
成
５
年
１
１
月
の
閧

館

を
目

指

し
て

い

ま
す

。

▽
市
民
憲
章
制
定
事
業
・
市
民

が

郷
土

を

愛
し

、
住

み

良
い

幸
せ

な

ま

ち

を

築
く

た

め

、

市
民

憲

章

を

制

定
し

ま

す

。

▽
市
制
施
行
五
十
周
年
記
念
関

係

経
費

…

平

成
５

年
４

月
１

日

に

市

制

施

行
五

十

周

年

を

迎

え

る
に

当

た
り

、

各

種
イ

ベ
ン

ト

を

実

施
し

ま

す

。

▽
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
事
業
・
市

民
生
活
に
役
立
つ
地
域
情
報

化
を
推
進
す
る
た
め
、
ニ
ュ

ー
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
フ

ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を

閧

催
し

ま
す

。



1992 年(平成４年)４月２０日[5]広報まつ

ど

平成４年度予算

民
生
　
老
人
保
健
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
す

高
齢
者
な
ど
の
実
態
調
査
を
実
施

▽
高
齢
者
等
実
態
意
向
調
査
事

業
・

老

人
保

健

福

祉

計
画

を

策

定

す

る

た
め

、

そ
の

基
礎

資
料

と

し

て

、
高

齢

者
な

ど

の

実

態

と

市
民

の

意

識

調
査

な
ど

を

行
い

ま
す

。

▽
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
ミ
ド
ル

ス

テ

イ

事

業

・
ね

た

き

り

・

痴
呆

性

の

お

年

寄
り

の

介

護

者

が

一
時

的
に

不

在

と

な

る

と

き

、
特

別

養

護
老

人

ホ

ー

ム
に

短

期

間

入

所
さ

せ

る
こ

と

が
で

き

ま

す

。

▽
精
神
薄
弱
者
福
祉
作
業
所
運

営

費

補
助

金

・
精

神
薄

弱

者

の

福

祉
作

業

所
に

対
し

て

、建設中の文化会館(平成５年11月開館予定)

運
営

費
の

一
部

を

補

助
し

ま

す

。

▽
緊
急
通
報
装
置
関
係
経
費
・

ひ

と

り

暮
ら

し

の

お

年
寄

り

な

ど

の

緊

急
事

態
に

迅
速

・

適

切

な

対

応
を

す

る

た
め

、

消
防

局

へ
の

緊

急

通

報
装

置

を

設
置
し

て

い

き

ま

す
。

衛
生
　
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

二
つ
の
保
健
セ
ン
タ
ー
を
建
設

▽
（
仮
称
）
中
央
保
健
セ
ン
タ

ー
・
（

仮

称
）
小

金
保

健

セ
ン

タ

ー
建

設

事

業
・

中
央

保

健

セ
ン

タ

ー
は

、
竹

ヶ
花
の

松

戸
公

共

職

業

安
定

所
跡

地
に

、

平
成

５

年
４

月
に

開
設

。

小

金

保
健

セ

ン

タ

ー
は

、
５

年

度
内

開
設

に

向
け

、
北

小

金

駅

南
口

地

区
再

開
発

ビ
ル

内

に

建

設
を

進
め

て

い

ま

す

。

健康づくりのお手伝いもし ています

(リ ハビリ 教室)

に

適

し

た

ご
み

減

量

・

再
資

源

化

を

推

進
し

、

各

種

事
業

を

積

極

的
に

推

進
し

て

い

き

ま

す

。

▽
（
仮
称
）
和
名
ケ
谷
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
・
和

名
ヶ
谷
に
、
一
日
三
百
㌧
の

ご
み

処
理

能
力

を

持
つ

清
掃

工

場

の

建

設
を

進

め

ま
す

。

平

成

７

年
に

完

成

の

予
定

。

特 別 会 計 予算

国民健康保険
150億6,478万2干円

松戸競輪
81億6,574万4千円

下水道事業
146億5,408万7干円

市場事業
4億5,416万円

老人保健事業
113億3,947万5干円

駐車場事業
3億9,013万6千円

合計
500億6,838万4千円

企業 会計予算

水道

22億3,270 万6干円

病院

212億8,691 万5千円

区画整理

1億9,898 万5千円

合計

237億1,860万6千円

５
月
　

床
下
薬
剤
散
布

ノ
ミ
や

ダ
ニ
を
防
ぐ
た
め
、

６
月
2
3日
ま
で
の
予
定
で

行
っ

て

い
ま
す
（
日
程
は
順
次
お
知

ら
せ
し
ま
す
）
。

当
日
は

、
市
職
員

が
各
家
庭

を
回
り
床
下
の
通
風
口
か
ら
散

布
し
ま
す
。
作
業
の
妨

げ
に
な

ら
な
い
よ

う
通
風
口
の
周
り
に

物
を
置
か
な
い
よ

う
お
願
い
し

ま
す
。

生
活

環
境
課
環
境
衛
生
係

29 28 27 26 25 22

21

20 19 18 15 14 13 12 11 ８ ７ ６

5

/

1

期日

幸谷

・
（緑
ヶ

丘
第

∇

第
二
）

ハ
ケ

崎〈子

安神

社
西
側
〉

ハ
ケ

崎〈子

安神

社
東
側
〉

上本

郷
第
三

上本

郷
第
二

上本

郷
第
一

松戸

新田

第

一・松戸

新田

東

松戸

新
田
第
四
・
仲
井
町

胡録

台第

・第二

・第

三
・
第
四
・
第
五
・
胡
録
台
高
見

松戸

新
田
第
五
・
第
六
・
寒
風
ヤ

（松

戸
新
田
み
な
づ
亨

さ
つ
き
会
）

栄町

西
・
栄
町
坂
川

古ケ

崎
新
田
・
北
松
戸
・

（胡

録
台
大
畑
）

古ケ

崎新田

古ヶ

崎本

田第

一・第二

栄町

七
丁
目
・
八
丁
目

栄町

六
丁
目
・
古
ヶ
崎
本
田
第
三

栄町

三
丁
目
・
四
丁
目
・
五
丁
目

栄町

一
丁
目
・
二
丁
目
・

（相

模
台
）

南花

島

散布

町
会
・
自
治
会

（　

）
は
午
後
に
実
施

※
雨
で
中
止
の
場
合
は

、
全
日

程
終
了
後
に
実
施
し
ま
す
。

民

事
介

入
暴

力
の

相
談

窓
口

を

開
設

し
ま

す

３

月
１
日
、
暴
力
団
対
策
法

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
県
警
で

は
、
こ
の
法
律
を
最
大
限
に
活

用
し

、
不
当
な
暴
力
団
の
破
滅

を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

各
警
察
署
で

は
暴
力
相
談
窓

口
を
設
置
し
ま
す
。
県
警
本
部

で

は
、
暴
力
団
取
締
担
当
官
、

鰤
千
葉
県
暴
力
団
追
放
県
民
会

議
の

相
談
員
、
県
弁
護
士
会
の

弁
護
士
に
よ
る
相
談
日
を
開
設

し

ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
の
で

、
気

軽
に

お

い
で

く
だ

さ

い

。

※

資

料

な
ど

が
あ

る

場
合

は

、

持

参
し

て

く

だ

さ
い

。

▽
県
警
本
部
民
事
介
入
暴
力
集
　

中

相

談

・
５

月
1
6
日

午

前
1
0

時

～

午

後
３

時
　

会

場

千

葉
県

自

治

会

館

（
千

葉

市

）

(
財
)
千
葉
県
暴
力
団
追
放
県

民
会
議
　
0
4
7
2
-
5
4
-

8
9
3
0

番

▽
松
戸
警
察
署
相
談
窓
口
・
常

時

場

所
松

戸

警

察
署

別

館

三

階
刑

事

第

二

課

松
戸
警
察
署
　
6
9
-
Ｏ
１

１

０

番

だ
さ
い

。

国
民
年
金
課
保
険
料
係

平成４年度　国民年金保険料

月額保険料 年 間保険料 前納保険料 前納割引額

定 額 9,70O円 116,400円 113,590円 2,810円

附加年

金込み 10,100円 121,200円 118,270円 2,930円

労

働
保

険
料

（
労

災
・
雇

用
）

の
申

告

・
納
付

を

事
業
主
の

皆
さ
ん
は
、
労
働

保
険
料
（
労
災
・
雇
用
）
を
、

５
月
1
5日

ま
で
に
平
成
３
年

度
確
定
と
４

年
度
概
算
保
険
料

の
申
告
・
納
付
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

最
寄
り
の
金
融
機
関
へ
早
め

の
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。

県
雇
用
保
険
課
 
〇
４
７
２
-

2
3
-
2
7
7
5
番

最
低

賃

金
の

お
知

ら
せ

千
葉
県
の
最
低
賃
金
は
下
表

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

柏
労
働
基
準
監
督
署
　
0
4

7
1
-
6
3
-
0
2
4
5
番

最 低 貫 金
最低賃金額

発効年月日
日 額（円） 時間額（円）

新産業

別最低

賃金

調 味 料 製 透 巣 4.953 620 平成４年３月31日
鉄 鋼 業 5.129 642 平成４年１月４日
一般機械器具製造業 5.053 632 平成４年１月10日

電気機械器具製造業 4.996 625 平成３年12月28日
精密機械器具製造業 4.929 617 平成４年２月13日
各 種 商 品 小 売 業 4.800 600 平成４年２月16日
自 動 車 小 売 業 4.969 622 平成４年２月20日

※　塗料製造業 4.897 613 平成元年１月10日
※※　干葉県 4.420 553 平成３年10月１日

●従来の産業別最低賃金（塗料製造業）は、今後金額の改定を行いません。
※※干葉県最低賃金は、上記の産業別最低賃金以外の産業に適用されます・

請

求

は

お
済

み

で

す

か

恩

給

欠

格

者

・

戦

後

強

制

抑

留

者

引

揚

者

に

慰

労

品
（

金

）

を

贈

呈

恩

給
欠

格

者

・
外

地
等

に

勤

務
し

た
経

験

を

持
ち

、
加

算

年

を

含

め
た

在

職

年

が
三

年
以

上

で

、

請
求

時

に
日

本
国

籍

を

有

す

る
人

に

は

、

内
閣

総

理

大

臣

名
の

書

状
を

、

さ
ら

に

七

十

歳

以
上

の

人

に

は

銀
杯

を

贈

呈
し

ま

す

。

戦

後
強

制

抑

留
者

・
戦

後

、

旧
ソ

連
ま

た

は

、
モ

ン

ゴ
ル

の

地

域
に

お
い

て

強
制

抑

留

さ
れ

た
人

、
ま

た

は
そ

の

遺

族
に

内

閣

総
理

大

臣

名
の

慰

労

品

（
書

状

・

銀
杯

）

を
贈

呈

し

ま

す
。

さ

ら

に

、

対
象

者

の

う
ち

、

年
金

恩

給

や
公

務

員

の

共
済

年

金

な

ど

を

受

給
し

て
い

な
い

人

に
は
、
慰
労
金
(
十
万
円
）
が

支
給

さ

れ

ま
す

。

※
請

求

期

限
は

、

平

成
５

年
３

月
3
1
日

ま
で

で

す

。

引

揚

者

・
先

の

大

戦
に

際

し

、

本
邦

以

外
の

地

域

か

ら
引

き

揚

げ
で
こ

ら

れ
た

人
に

は

、
内

閣

総

理

大

臣

名
の

書

状

を
贈

呈

し

ま

す

。

※
請

求

期
限

は

、

平

成
８

年
３

月
3
1
日

ま
で

で

す

。

請

求
書

類
は

、

市

役

所
援

護

課
に

あ

り
ま

す

。

平

和

祈

念
事

業

特

別
基

金

０
３
-
3
9
4
5
-
4
7
0
3

番

国
民

健
康

保
険

料
休
日

納
付

相
談

窓

口
を
開

設
し

ま
す

４
月
2
6日

午
前
９
時
～
午

後
４
時
　

会
場
市
役
所
と
各
支

所
国
民
健
康
保
険
課
収
納
係

心

身

障

害

児

の

皆

さ

ん

へ

入

学

祝

い

金

と

就

職

支

度

金

を

差

し

上

げ

ま

す

入

学

祝
い

金
の

対

象

・
今

年

４

月

に

小

学

校
に

入

学
し

た

身

体

障
害

者

手

帳
四

級

以
上

、
ま

た
は

療

育

手

帳
の

交

付
を

受

け

た
児

童

の

保

護
者

就
職
支
度
金
の
対
象
・
新
規

に
中
学
校
・
高
校
・
盲
・
ろ
う
・

養
護
の
各
学
校
を
卒
業
し
、
ま

た
は
中
学
校
・
高
校
卒
業
後
引

き
続
き
公
共
職
業
訓
練
施
設
を

終
了
し
、
同
一
事
業
所
に
六
カ

月
以
上
継
続
し
て

雇
用
さ
れ
る

見
込
み

の
あ
る
身
体
障
害
者
手

帳
四
級
以
上
、
ま
た
は
療
育
手

帳
の
交
付
を
受
け
た
人

印
鑑
と
銀
行
口
座
番
号

が
分

か
る
も
の
を
持
っ
て

直
接
、
し

あ
わ
せ

課
窓
口
へ

し
あ
わ
せ
課
給
付
係

重

度

身

体

障

害

者

に

給

付

し

て

い

る

日

常

生

活

用

具

が

増

え

ま

し

た

①
点
字
図
書
の
給
付
・
対
象

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
(
十
八

歳
以

上

）
で

、
主
に

情
報

の

入

手
を

点

字
に

よ

っ
て

い

る

視

覚

障
害

者

自
己

負

担

が
あ

り

ま

す

。

②
吸
入
器
（
ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー
）

の

給
付

・
対

象
身

体

障

害

者
手

帳

を

所

持

す

る

（
十

八

歳

以

上
)
、
呼
吸
器
障
害
三
級
以
上

の
人
で

、
吸
入
加
温
処
置
に
よ

り
呼
吸
に
伴
う
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
に
吸
入
器
が
必
要
と

認
め
ら
れ
た
場
合

し
あ
わ
せ

課
給
付
係

国

民
年

金
保

険
料

の
納
入

通

知
書

を
発

送
し

ま
し

た

平
成
４

年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
の
納
入
通
知
書
を
、
今
月

一
日
に
発
送
し
ま
し
た
。
今
年

度
の
保
険
料
額
は
下
表
の
と
お

り
で
す
。

保
険
料
の
納
入
に
は
口
座
振

替
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
納
め

る
手
間

が
省
け

、
納
め
忘
れ
も

な
く
な
り
ま
す
。

市
内
の
金
融
機
関
（
郵
便
局

を
除
く
）
へ

年
金
手
帳
と
銀
行

印
を
持
参
し
て

申
し
込
ん
で
く

▽
合
併
処
理
浄
化
槽
対
策
事
業

・
生
活
排
水
対
策
事
業
・
下

水

道

が

整
備

さ

れ

る
ま

で

の

暫

定

対

策
と

し
て

、
合

併

処

理

浄
化

槽
の

設

置
に

対
し

て

補

助

金

を
支

給
し

ま
す

。

ま

た

、

市
民

参

加

型
の

「
生

活

排

水

対

策
指

導

員
」

を

設

置

し

ま

す

。

▽
ご
み
減
量
促
進
事
業
・
本
市
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第７７９号

中

学
校

臨
時

給
食

調
理
員

を

募
集募

集
人
員
若
干
名
　
対
象
四

五
歳
ま
で
の
人
　
勤
務
時
間

一
日
五
時
間
程
度
　
賃
金
時
給

八
百
三
十
円
　

勤
務
場
所
小
金

北
中
学
校

教
育
委
員
会
庶
務
課
秘
書
係

6
6
-
7
4
5
5
番

青

年
海
外

協
力

隊

募

集
説

明
会

５

月
1
8日

午
後
６
時
3
0分

１
８

時
3
0分
　

会
揚
勤
労
会
館

対
象
二
十
歳
か
ら
三
十
九
歳
ま
で

の
青
年
男
女

国
際
協
力
事
業
団
関
東
支
部

0
3
-
3
3
5
9
-
8
2
8
1

番

募
集
し
ま
す

女

性

セ

ミ

ナ

ー

参

加

者

募

集

講

座

日

時
５

月
1
9
日

～

６

月

９

日

の

各

火

曜
日
（
全
四

回

）
、

午
前
1
0
時
～

正

午
　

会
場

婦

人

会
館
　

対

象
市

内

在
住

・

在

勤

の

全

回

出

席
で

き

る
女

性

・

六

十

人
　

費
用

無

料
　

内

容

再

就

職

講

座

、

講
師

＝
再

就

職

ア

ド

バ
イ

ザ

ー
・

原
田

静
枝

氏

※
保

育
（
二

歳

以
上

十

人

ま
で

）
、

手

話

通
訳

あ

り

５
月
８
日
〔
消
印
有
効
〕
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
女
性
セ
ミ
ナ
ー
参

加
希
望
と
明
記
し
、
〒
2
7
1
松
戸

市
本
町
一
四
-
一
〇
婦
人
会
館

内
女
性
課
(
6
2
-
5
6
9
5

番

）へ

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、
市主催の催し物です。

す
て

き
な
松

戸
大

賞
募

集

市
内
在
住
、
ま
た
は
そ
の
活

動
が
著
し
く
松
戸
に
関
係
し
た

十
八
歳
～
四
十
歳
ま
で
の
青
年

男
女
で
、
芸
術
・
学
術
・
文
化
・

芸
術
・
福
祉
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
大
き
な
貢

献
を
し
て
い
て

、
そ
の
功
績
と

将
来
性
が
期
待
さ
れ
る
個
人
・

団
体
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
（
自

薦
も
、
複
数
の

推
薦
も
可
）。

賞
五
人
程
度
を
表
彰
　

発
表

９
月
1
6
日
の
(
社
)
松
戸
青
年
会

議
所
エ
コ
ロ
ジ
ー
サ
ミ
ッ
卜
で

５
月
2
0
日
〔
消
印
有
効
〕

ま
で
に
、
所
定
の
用
紙
で
〒
2
7
1

松
戸
市
松
戸
二
〇
六
〇
商
工
会

館
内
的
松
戸
青
年
会
議
所
す
て

き
な
松
戸
大
賞
実
行
委
員
会
（

6
7
-
1
9
8
3
番
)
へ

人口と世帯 （４月1 日現在）

赤

十
字

社
員
（
会

員
）
に
加
入

を

お
願

い
し

ま

す

日
本
赤
十
字
社
は
、
「
災
害

に

備
え
て

守
る
尊
い
生
命
」
を

ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
赤
十
字
社
員

（
会
員
）
増
強
・
社
資
募
集
運
動

を
、全
国
一
斉
に
展
開
し
ま

す
。

期
間
は
５

月
１
日
か
ら
６
月
3
0

日
ま
で
で

す
。

日

本
赤
十
字
社
は
、
人
道
・

博
愛
を
旗
印
と
し
て

、
災
害
救

護
や
献
血
・
医
療
活
動
な
ど
、

健
康
と
幸
せ
を
守
る
た
め
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

赤
十
字
活
動
の
費
用
は
、
皆

さ
ん
の
浄
財
（
社
資
）
に
よ
っ
て

そ
の
多
く
が
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

運
動
期
間
中
に
町
会
役
員
・
赤

十
字
奉
仕
団
員
が
お
伺
い
し
ま

す
の
で
、
こ
の
運
動
の
趣
旨
を

一
人
で

も
多
く
の
方
々
に

ご
理

解
い
た
だ
き
、
社
員
（
会
員
）
に

加
入
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

※
平
成
３
年
度
松
戸
市
地
区
社

資
実
績
額
は
、
四
千
八
百
六
十

五
万
三
千
七
十
円
で
し
た
。

日

本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部

松
戸
市
地
区
（
市
役
所
援
護
課

内
）

お
知
ら
せ

松
戸
駅
西
口
地
下
駐
車
場
の

料
金
が
改
定
さ
れ
ま
し

た

利 用時 問 旧料金 新 料 金

普 通料 金
最初の１時間まで 300円 310円

以後30分増すごとに 150円 150円

定期駐車券
午後9じから翌日午
前9時まで(１ヶ月
)

18,000円 18.540円

夜間 料金 午後９時から翌日午
前９時まで（１回） 1,200円 1,230円

※営 業時間は午 前８時30 分から午後10時 まで

です。午後10時 から 翌日 午前８時30 分まで
は入出庫でき ません 。

再
開
発
課
松
戸
駅
周
辺
整
備

室

財
松

戸
市

国
際

交
流

協
会

で

新

規
賛
助

会
員

を
募

集

対
象
国
際
交
流
活
動
に
興
味

が
あ
り

、
市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
の
人
　

年
会
費（
一
口
）
個

人

会
員
＝
一
般
三
千
円
、
学
生

千
円
、
団
体
会
員
＝
五
千
円
、

法
人
会
員
＝

一
万
円

５
月
3
0
日
ま
で
に
、
電
話

で
市
役
所
秘
書
課
内
(
財
)
松
戸
市

国
際
交
流
協
会
事
務
局
へ

寄
付
募

集

は
許

可
制

で
す

募

金
の

際
は

必
ず

申
請

を

市
内
で
寄
付
募
集
を
す
る
場

合
は
、
「
松
戸
市
寄
付
募
集
に

関
す
る
条
例
」
の
規
定
に
よ
り

募
金
の
申
請
を
し

、
市
の
許
可

を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

祭
事
・
記
念
行
事
な
ど
の
た

め
の
募
金
や
、
街
頭
募
金
な
ど
、

多
数
の
人
に
金
銭
や
物
品
な
ど

の
提
供
を
促
す
行
為
は
、
す
べ

て
寄
付
募
集
行
為
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
行
為
を
行
う
場
合

は
、
必
ず
募
金
の
申
請
・
許
可

の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い

。

※
強
制
や
割
り
当
て
に
よ
る
寄

付
募
集
行
為
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

総
務
部
庶
務
課
庶
務
係

「
歌

の
街

」
の

放
送

時
刻

が

変
わ

り
ま

す

防
災
行
政
用
無
線
局
で

放
送

し
て
い

る
「
歌
の
街
」
の
放
送

時
刻
は

、
５
月
１
日
か
ら
８

月
3
1

日
ま
で
の
間
、
午
後
６

時
に

変
わ
り
ま
す
。

防
災
課

母
子
家
庭
巡
回
相
談
会
を

実
施
し
ま
す

日 時 会場

4/27
午後

１
時30

分
～

３
時30

分

常盤平支所

5/11 矢切支所

18 小金原市民センター

6/8 新松戸市民センター

15 馬橋支所

7/6 東部支所

8/1

0

小金市民センター

9/2 ） 六実支所

平
成
４

年
度
前
期
の
母
子

家

庭
巡
回
相
談
会
を
、
右
表
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。
会
場
で
は
、

母
子
福
祉
推
進
員
、
母
子
相
談

員
、
市
福
祉
事
務
所
職
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

福
祉
事
務
所
福
祉
係

愛
の
献
血

期 日 会場 時 間 主 催

4/2 松戸市役所

午前10時

～午後４時

松戸市

2 ダイ
エー新

松戸店前

松戸ユー
カリライ
オンズク
ラブ

6/2
イトーヨー
カ堂八柱店
入口前

松戸南ラ
イオンズ
クラブ

健
康
管
理
課
業
務
係

高

齢

者
能
力

開
発

情
報

セ
ン

タ
ー

を

ご
利
用

く

だ

さ
い

高
齢
者
能
力
開
発
情
報
セ
ン

タ
ー
は
、
お
お
む
ね
六
十
五
歳

以
上
で

、
社
会
の
一
線
は
退
い

た
け
れ
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野

で
活
躍
し
た
能
力
と
経
験
を
持

っ
て
い
る
人
の
再
就
職
相
談
を

無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

職
種
は
一
般
事
務
、
軽
作
業
、

家
事
手
伝
い
な
ど
で
す
。

ま
た
、
パ
ー
ト
、
常
用
な
ど

人
手
の
欲
し
い
人
も
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
月
曜
・
祝
日
は
休
業
で
す
。

高
齢
者
能
力
開
発
情
報
セ
ン

タ
ー
（
市
民
会
館
三
階
）
6
5
-

4
7
1
2

番

野

鳥
観
察

会

（
谷
津

干
潟

）

４
月
2
6
日
収
午
前
８
時
松
戸

駅
東
ロ
デ
ッ
キ
上
集
合
、
午
後

Ｏ

時
3
0分
現
地
解
散
　

行
き
先

谷
津
干
潟
（
習
志
野
市
）

費

用
無
料
（
交
通
費
は
自
己
負
担
）

持
ち
物
筆
記
具
、
昼
食

当
日
集
合
場
所
で

㈱
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化

基
金
（
市
役
所
内
）

催
し
物

「
こ

ど
も

の
日

」
プ
ラ

ネ
タ

リ

ウ

ム
特
別
番

組

５

月
５
日

午
前
1
0時
・
午

後
１

時
3
0分
・
３

時
3
0分
の
三

回
（
各
回
と
も
3
0分
前
か
ら
入

場
券
を
発
売
）
　
内
容

『
お
つ

き
さ
ま
と
う
ち
ゅ
う
り
ょ
こ
う

』

※
通
常
の
番
組
は
投
映
し
ま
せ

ん
。

定
員
各
回
と
も
先
着
八
十
人

費
用
三
歳
～
中
学
生
＝
無
料
、

高
校
生
以
上
＝
五
十
一
円

※
車
で
の

来
場
は

ご
遠
慮
く
だ

さ
い

。

市
民
会
館
　
6
8
-
1
2
3
7
番

レ
オ
ン
・
ヒ
エ
コ

コ

ン
サ

ー
ト

４
月
2
8
日
午
後
６
時
3
0
分

開
演
　
会
場
市
民
劇
場
　

費
用

三
千
二
百
円
　
内
容
ア
ル

ゼ
ン

チ
ン
の
音
楽

実
行
委
員
会
事
務
局
・
田
瀬

4
4
-
7
1
1
9
番

趣
味

の

切
手
展

４

月
2
5日

・
2
6日
㈲
の
午

前
1
0時
～
午
後
４

時
　
会
場
常

盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
珍

し
い
切
手
の
展
示
ほ
か

松
戸
郵
趣
連
合
会
・
佐
伯
　

6
3
-
１
７
４
８
番

松

戸
市

民
コ

ン
サ

ー
ト

ー
モ

ー
ツ
ァ

ル
ト
「
戴
冠
ミ

サ

」

を

歌

い
ま
せ

ん
か

公
演
日
1
2月
６
日
　

練
習

日
６

月
1
6日
か
ら
毎
週
火
曜
日

午
後
６

時
3
0分
か
ら
　

募
集
男

性
五
十
人
、
女
性
百
人
　

費
用

五
千
円

ハ
ガ
キ
で
、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三

五
六
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ

ル
松
戸
市
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
市
民
文
化
係
(
6
6
-
7

4
6
2
番
）
へ

広場の周り では桜の花が満開でし た

いいとこ
見つけた

東漸寺の本堂裏にある静かな広場です。

ここへは子供たちを連れて、ちよくちよ

く歩いて来るんです。

広場の周りには、桜の木が植えてある

ので、今の季節は最高ですね。

高台にあるので、ニツ木・新松戸方面

の見晴らしがいいんです。子供たちもお

気に入りの場所です。

※東漸寺で管理しています。ごみは必ず各
自でお持ち帰りください。

小　　 金

東漸寺裏の静かな広場

右

か
ら

小
金
き
よ
し
ヶ
丘

樽

沢

智

子

さ
ん

里

美

ち
ゃ
ん（

一
歳
）

東
平
賀

里

奈

ち

ゃ
ん（

一
歳
）

高

橋

園

恵

さ
ん

今
回
か
ら
毎
月
2
0日
号
に

新
コ
ラ
ム
「
い
い
と
こ
見
つ

け
た
」
を
連
戴
し
ま
す
。

市
内
で
自
然
と
ふ

れ
あ
え

る
所
を
皆
さ
ん
に
紹
介
し
て

い
た
だ

く
コ

ー
ナ
ー
で
す
。

身
近
な
ち
よ
つ
と
す
て

き

な
場
所
を
、
広
報
課
ま
で
お

知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

「
鳥
よ
翼

を

か
し
て

」
上

映
会

４
月
2
2日

午
前
1
0時
、
午

後
２
時
・
６

時
の
三
回
上
映

会
揚
市
民
劇
場
　

費
用
前
売
り

千
円
、
当
日

売
り
千
二
百
円

日
本
人
妻
里
帰
り
運
動
後
援

会
・
滝
野
　
0
3
-
3
3
0
2
-

1
0
0
3

番

松
の
実
コ
ー
ラ
ス

定
期
演
奏
会

５
月
７
日

午
後
６
時
3
0分

開
演
　
会
揚
市
民
会
館
　
費
用

千
円
　
内
容
「
東
欧
の
調
べ
」

「
三
つ
の
抒
情
」
ほ
か

松
の
実
コ
ー
ラ
ス
・
萩
原
　

6
4
-
２
０
０
３
番

松
戸
盆
栽
愛
好
会

春
の
山
野
草
展

５
月
４
日
・
５
日
　
会

場
及
川
酒
店
支
店
事
務
所
（
新

京
成
線
元
山
駅
西
口
）

染
谷
　
6
1
-
0
4
0
1
番

松
戸

民
演

発

表
会

５

月
３
日

午
前
1
0時
～
午

後
６

時
　
会
場
常
盤
平
市
民
セ

ン
タ
ー
　
内
容
カ
ラ
オ
ケ
、
舞

踊
、
民
謡
の
競
演

成
嶋
　
4
1
-
3
5
7
2
番
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交
通
事
故

を
な
く
そ
う

講
座
・
講
演

楽
々
バ
ラ
ン
ス
メ
ニ
ュ
ー
教

室
-
一
日
千
六
百
㌔
カ
ロ
リ

ー
の
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

日

期

時 間 内 容

5/14

午前10時

～午後１時

春向きヘルシークッキン

グ

6/18
コレステロールが気にな

る人の食事

7/9
野菜足りていますか・

１日300g

会
場
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

対
象
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

人
で
当
セ
ン
タ
ー
の
医
学
的
検

査
を

二
年
以
内
に
受
診
し
た
人

※
受
け
て
い
な
い
人
や
一
年
以

上
経
過
し
た
人
は
検
査
を
受

け
て

く
だ
さ
い
。

費
用
材
料
費
毎
回
四
百
円
　

定

員
三
十
五
人

電
話
で
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

6
5
-
5
5
8
8
番
　
6
8
-
１
８

１
４
番
へ

女
性

問
題
の

講
座

を
企
画

し

て
み

ま
せ

ん
か

①
５
月
1
4
日
～
７
月
２
日
の

毎
週
木
曜
日
、
午
前
1
0
時
～
正

午
②
５
月
1
9
日
～
７
月
７
日
の

毎
週
火
曜
日
、
午
前
1
0
時
～
正

午
③
５
月
1
4
日
～
７
月
２
日
の

毎
週
木
曜
日
、
午
後
７
時
～
９

時
　
会
場
①
稔
台
市
民
セ
ン
タ

ー
②
馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー
③
婦

人
会
館
　
対
象
秋
の
本
講
座
に

引
き
続
き
参
加
で
き
る
人

先
着

各
十
人
（
保
育
あ
り
）
内
容
①
・

②
身
近

な
性
差
別
を
中
心
に
し

た
講
座
の
企
画
③
職
場
や

社
会

で
の
性
差
別
な
ど
人
権
問
題
を

テ
ー
マ
に
し
た

講
座
の
企
画

電
話
で
社
会
教
育
課
青
少
年

婦
人
係
　
6
6
-
7
4
6
2
番
へ

か

っ

ぱ

組

「
ｍ
ｎ
ｇ
ｌｉｓ
ｈ
？
　
サ

ー

ク

ル

」

入

会

説

明

会

４

月
2
5日

午
後
５

時
3
0
分

か
ら
　

会
場

青

少

年
会

館
　

対

象
中

学
三

年

生
　

内

容

現

役
の

大

学

生

と
一

緒
に

英

語

を

勉
強

し

ま

す

。

相
田
　
4
4
-
5
8
3
9
番

ふ

れ

あ

い

教

室

リ
ズ
ミ
ッ
ク
・
カ
ン
フ
ー

５
月
1
3
日
～
７
月
2
9
日
の
毎

週
水
曜
日
、
午
後
６
時
3
0
分
～

８
時
3
0
分
（
全
十
二
回
）
　
会
揚

勤
労
会
館
　
対
象
市
内
在
住
ま

た
は
在
勤
の
勤
労
者
・
五
十
人

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
）
　
費
用
千
五
百
円
（
教
材
費
）

４
月
2
7
日
〔
消
印
有
効
〕
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
勤

務
先
・
教
室
名
を
明
記
し
、
〒
2
7
1

松
戸
市
根
本
三
八
七
-
五
松
戸

市

役

所

商
工

課

労

政

係
へ

体
験
講
座
-
畑
し
ご
と
を
体

験

し
よ

う

５
月
1
0
日
午
後
１
時
～
４

時
　
場
所
栗
山
　
定
員
三
十
人

内
容
枝
豆
の
植
え
付
け
　
費
用

無
料

※
８
月
下
旬
に
収
穫
し
、
食
べ

る
会
を
行
い
ま
す
の
で
材
料
費

三
百
円
程
度
か
か
り
ま
す

５
月
６
日
ま
で
に
、
往
復
ハ

ガ
キ
に
、
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
家
族
で
申
し
込
む
場

合
は
人
数
を
記
入
し
、
〒
2
7
1
松

戸
市
松
戸
一
三
〇
七
-
一
文
化

ホ
ー
ル
(
6
7
-
7
8
1
0
番
）
へ

演

劇

の

た

め

の

舞
台

照

明
（
上

級

）
研

修

会

５
月
９
日
・
1
0
日
会
場

流
山

青

年

の

家
　

対

象

高
校

生

以
上

・
先

着
四

十

人
　

費

用

二

千
二

百

円

４
月
3
0
日
ま
で
に
、
電
話

で
流
山
青
年
の
冢
　
〇
４
７
１
-

5
9
-
2
0
0
4
番
へ

初 級手 話 ボラ ンテ ィア 養成 教室

期 日 時間 内 容 会場 定員 費用

5/19

午
前10

時
～

正

午

開講式 ・講義
社
会

福
祉

協
議
会

（松

戸
駅
西
口

徒
歩
５

分
）

先

着

30
人

600
円

（教

材
贊
）

20

実技26

６／２

３ 講義

９

実技16

23

30

７／１ 講義

７ 実技

14 実技・閉講式

日

曜
大

工
講

座

５
月
1
0日
か
ら
一
年
間
、
毎

月
第
二
・
第
三
日
曜
日
、
午
前

９

時
～
正
午
　

会
場
松
戸
共
同

高
等
職
業
訓
練
校
　
費
用
月
二

千
五
百
円
（
材
料
費
実
費
、
大

工

道
具
を
持
っ
て
い
な
い
人
に

は
実
費
で

あ
っ
せ
ん
）
　

定
員

四
十
人
講
師
松
戸
建
築
組
合
員

４
月
2
8
日
ま
で
に
、
電
話

で
松
戸
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
　

4
4
-
4
8
2
3
番
（
平
日
の

午
前
９

～

午
後
２

時
）
へ

奥

様

い
け
花

初
心

者
講

座

５
月
～
７

月
①
午
前
1
0時
～

正

午
②
正
午
～
午
後
２
時
　

会

場
市
民
会
館
ほ
か
　
費
用
月
二

千
五
百
円

奥
様
い
け
花
壷
宮
会
・
須
藤

6
2
-
1
9
9
0
番

４月21日 ～24日 の間に、電話で

松戸市社会福祉協議会　68-0503 番へ

音
楽

の
広

場
（
合

唱

講
座
）

４

月
2
8日

午
後
１
時
3
0分

～
３

時
3
0分
　

会
場
市
民
会
館

費
用
テ
キ
ス
ト
代
二
千
七
百
円

社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
　

6
6
-
7
4
6
2
番

生

け
花

一
日
体

験
入

門

５

月
１
日

午
前
９
時
～
正

午
　

会
場

常
盤
平
市
民
セ
ン

タ

ー
　
費
用
二
千
円

活
け
花
サ

ー
ク
ル

さ
く
ら
会

・
川
本
　
8
5
-
5
3
8
0
番

定

員

講
習期

間

内

容

科

目

3
0人

６
月
８
日
～
７
月
９
日
の
問

の
週
４
回
〔
月
・
火
・
木
・

金
曜
日（
計
二
十
一
日
問
）

老
人
介
護
の
基
礎
知
識
と
実

技

老
人
介
護
科

対
象
技
術
を
身
に
つ
け
て
再

就
職
を
希
望
し
て
い
る
女
性
（
初

心
者
）
　
受
付
期
間
５
月
1
2日

・
1
3
日
、
午
前
９
時
～
1
1

時
3
0分
と

午
後
１

時
～
４

時
3
0

分
　

費
用

無
料
（
教
材
費
は
自

己
負
担
）

※
子
供
の
同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
。

印
鑑
と
ハ
ガ
キ
を
持
参
の
う

え
、
直
接
女
性
就
業
援
助
セ
ン

タ
ー
（
千
葉
市
中
央
区
千
葉
港

四
-
三
千
葉
県
経
営
者
会
館
内
　
0

4
3
-
2
4
7
-
8
5
4

2
番
）
へ

ス
ポ
ー
ツ

気

功

（

初

心

者

）

講

習

会

５
月
1
4
日
、
2
8
日
～
６
月
1
1

日

の

各

木

曜
日

と

、
６

月
1
7
日

～
７

月
８

日

の

毎

週

水

曜
日

、

午
前
1
0
時

～
正

午

会

場
勤

労

会
館
　

定

員
三

十

人

費

用
三

千

八
百

円

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
を
記
入
し
、
〒
2
7
0
松
戸
市

牧
の
原
団
地
一
-
九
-
八
〇
六

常
盤
平
気
功
会
・
鈴
木
弘
子
〔

8
4
-
4
5
5
9
番
（
午
後
２
時

～

４

時

）
〕
へ

松
戸

ね
ん

り
ん

ピ
ッ

ク
硬
式

テ
ニ

ス
大
会

５
月
1
3日

午
前
９

時
（
雨

天
の
場
合
は
1
4日

会
場
牧

の
原
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
　

対
象
市

内
在
住
の
六
十
五
歳
以
上
の
男

子
・
五
十
五
歳
以
上
の
女
子

試
合
方
法

ダ
ブ
ル
ス
（
抽
選
に

よ
り
ペ
ア
を
組
み

、
グ
ル

ー
プ

別
の
リ
ー
グ
戦
）
　
費
用
一
人

二
千
円

５
月
７
日
必
着
で
、
参
加

費
を
添
え
て
現
金
書
留
で
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
テ
ニ
ス
歴
を

記
入
し
、
〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本

一
五
九
-
三
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
テ
ニ

ス
ク
ラ
ブ
・
室
谷
邦
雄
(

6
2
-
7
2
5
0
番
）
へ

ボ
ク

シ

ン
グ
教

室

５
月
1
0
日
～
６
月
2
8
日
の
毎

週
日
曜
日
、
午
後
１
時
～
４

時

会
場
平
沼

ボ
ク
シ
ン

グ
ジ
ム

対
象
小
学
四
年
生
以
上
の
人

定
員
二
十
人
　

費
用
無
料

４
月
2
0
日
か
ら
直
接
ま
た
は

電
話
で
運
動
公
園
内
ス
ポ
ー
ツ

課
　
6
3
-
9
2
4
1
番
ヘ

グ
ラ

ウ

ン
ド
ゴ

ル

フ

内 容 日 時 会 場 費 用 申し込み

グラウンドゴル

フ教室

4/26

午前９時～正午

六実第二小

校庭

保険料

100円

当日会場で、また

は電話で体育指導

委員・菊池

87-1565番へ

グラウンドゴル

フ教室と大会

4/26 ・5/10 、

5/31は大会

午前９時～正午

八ヶ崎スポ

ーツ広場
無 料

当日会楊で、また

は電話で体育指導

委員・吉村

41-3323番へ

家

庭
婦

人
ソ

フ
ト

ボ

ー
ル
教

室
５
月
７
日
～
６
月
６
日
の
毎

週
木
・
土
曜
日

、
午
前
９

時
～

正

午
　
会
揚
運
動
公
園
　

対
象

市
内
在
住
の
家
庭

婦
人
・
三
十

人
　

費
用
無
料

電
話
で
ス
ポ
ー
ツ
課
　
6
3
-
９
２

４
１
番
へ

イ

ン
デ
ィ

ア

カ
教
室

５
月
９
日
～
６

月
６
日

の
毎

週
土
曜
日

、
午
後
７

時
～
９

時

会
場
小
金
原
体
育
館
　

対
象
小

学
四

年
生
以

上
・
四
十
人
　

費

用
無
料

電
話
で
ス
ポ
ー
ツ
課
　
6
3
-
９
２

４
１
番
へ

な
ぎ
な
た
教
室

期 日 時 間 会場
費用

申 し 込 み

5/12 ～6/23 の

毎週火曜日

午後３時

～５時
小 金原体育館

保険料

各800 円

電話で松戸市なぎ

なた連盟 ・成島

41 ―9673番 へ

5/8 ～7/10 の

毎週金曜日

午前10時

～正午

運動公園剣道

裼

電話で同連盟･野口

045-0410 番へ

ともに当日受け付けも可

不

用

品

情

報

譲

り

ま

す

【
家
具
】
◆
パ
イ
プ
ベ
ッ
ド
ニ

千
円
◆
ド
レ
ッ
サ
ー
五
千
円

◆
ガ
ラ
ス
テ
ー
ブ
ル
無
料
◆

学
習
机
無
料
二
点
◆
シ
ン
グ

ル
ベ
ッ
ド
五
千
円
◆
二
段
べ
ッ

ド

無

料

【
電

気

製
品

】
◆
ヘ

ッ
ド

ホ
ン

ス
テ

レ

オ

五

千
円

【
子
供
用
品
】
◆
ベ
ビ
ー
ベ
ッ

ド
無
料
二
点
◆
ベ
ビ
ー
ラ
ッ

ク
無
料
・
二
千
円
◆
乳
児
用

い
す
無
料
◆
幼
児
用
食
堂
い

す
二
千
円
◆
ツ
リ
ー
メ
リ
ー
八

百

円

◆

お

も

ち

や
（

自

動

車

）

無

料
◆

室

内
用

ジ

ャ
ン

グ
ル

ジ

ム
五

千

円

◆
お

も

ち

障
害
者
に
理
解
を

心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

ソ

フ
ト

ボ

ー
ル

内 容 日　 時 会 場 対 象 費 用 '申し 込み
問い合
わせ

第３種公認

審判員資格

認定会

4/2

午前10時から

運動公園

武道館

20歳以上の

男女

受講料等

3,000円

合格者は他

に3,500円

当日会場で

受け付け

松戸

市ソ

フト

ボー

ル協

会・

永野

64-

８４

４
１
番

松戸市春季

ソフト ポー

ル大会

5/10～6/7

の毎週日曜日

午前10時から

古ヶ崎グ

ラウンド

市内在住・

在勤者で編

成されたチ

ーム

男子5,000円

女子3,000円

(1ﾁｰﾑ)

4/25 午後６時

30分がら運動公園

で行う代表者会議

で

や
テ
ィ
ス
ク
リ
ー
マ
ー
)
千

五
百

円

【
ス

ポ

ー
ツ

・
楽

器
】
◆

エ
レ

ク

ト

ー
ン

無

料

【
日

用

雑
貨

】
◆

電
動

芝

刈

り

機
九
千
五
百
円
◆
マ
ー
ジ
ャ

ン
座
卓
二
千
円
◆
図
面
用
リ

コ
ピ
ー
五
千
円
◆
銅
製
両
手

な
べ
無
料
◆
油
絵
の
額
縁
十

号
六
千
円
、
八
号
・
六
号
六

千
円
◆
学
習
参
考
書
中
学
一

年
用
（
カ
セ
ッ
卜
付
き
）
三
千

円
◆
百
科
事
典
全
三
十
三
巻

一
万
円
◆
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ

レ
無
料
◆
ナ
イ
ロ
ン
レ
ー
ス

カ
ー
テ
ン
四
枚
（
百
八
十
㌢

×
百
七
十
㌢
）
二
千
円
◆
目

覚
し
時
計
千
円
◆
腕
時
計
子

供
用
）
千
円
◆
文
房
具
セ
ッ

卜
千
六
百
円
◆
コ
イ
ン
ア
ル

バ
ム
二
千
円
◆
ダ
ブ
ル
の
マ

ッ
ト
レ
ス
千
円

ハ
ガ
キ
に
希
望
品
名
・
価

格
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
（
昼
間
の
連
絡
先
）
を
明
記

し
て
、
４
月
2
4
日
〔
当
日

消
印
有
効
〕
ま
で
に
、
〒
2
7
1

松
戸
市
根
本
三
八
七
-
五
松

戸

市

役
所

消

費

生
活

課
消

費

生

活

係
へ

※
相

手
の

紹

介

は

月

末
に

抽

選

し

、
当

選

者

に

電
話

連

絡

し

ま

す

。
紹

介

後
は

自

主
交

渉

に

な
り

ま

す

。

○

次

回

掲

載

分

の

申

し

込

み

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、

４
月
2
4
日
ま
で
に
、
電
話
で

申

し

込

ん
で

く

だ

さ
い

。

価
格

は

一
万

円

ま
で

で

す

。

衣

料
品

、

食

料
品

、

自

転

車

は

扱
い

ま
せ

ん
。

消
費

生

活

課
消

費

生
活

係

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………68-3756 番

◆待機病院(毎日)･ 午後5時～午前9時

テレホンサービス……………………66-0010 番

◆緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時

テレ ホンサービス……………………66-0010 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所･午後8時～11時

衛生会館内……………………………65-3430 番

女
性
就
業
技
術
講
習
会



広報まつど（8）第７７９号

ツミ

幅広で先の開いた短めの翼、

白黒の横じまで長めの尾

全長　　　　♂27cm　♀30cm

冀開長　　　♂51cm　♀63cm

見られる場所…畑やその周辺

冬になると大半が南に渡る小型の夕力です。

テレビで有名になったオオタカの弟分に当た

り、林の中でスズメなどの小鳥を捕まえます。

人里近くでも営巣し、昨年は市内でも若い

つがいが初めて巣を作りましたが、残念なこ

とに途中で放棄してしまいました。都内の公

園では、毎年営巣が確認されているので、今

年もまた来てくれるのではないかと期待され

ます。

雌は一回り大きくて腹部の横線が太く、雄

は腹部に赤みがあり、線は目立ちません。

赤
鬼
か
ス
ト
ッ
プ
！
事
故
も
ス
ト
ッ
プ
！

交
通
安
全
ス
テ
ッ
カ
ー
を
製
作

ス
テ
ッ
カ
ー
を
は
る
栗
ヶ
沢
小
学
校
の
児
童
た
ち

熊谷さ ん(写真右端)は、野鳥観

察会の講師としても 活躍

されてい ます。

(干駄堀で)　　　　　 Ｊ

「松戸 の 野鳥 」 シリ ーズ は、 四

季折 々 市内 で見 られ る 野鳥 を紹 介

して い ます。

筆 者の 熊 谷　 章氏 （市 の野 鳥観

察会 講師 ・ 日本 野鳥 の会 会員 ）の

ご好 意 によ り掲載 を継 続 し、 今後

は、 少し 注意 して 探せ ば 見 られ る

野鳥 も紹 介し てい きます。

市民 の 皆さ ん に、身 近 な野鳥 に

興 味 を持 って い ただけ れ ば幸 いで

す。

新入学シーズンに向けて、横断歩道を渡る

ときの左右安全確認を呼び掛ける、ストップ

マーク(路面シール)が完成。４月３日、栗ヶ

沢小と根木内小の児童の手で、学校周辺の交

差点や横断歩道の路面に張り付けられました。

マークの中では、松戸警察署のお巡りさん

のデザインした赤鬼が「とまれ　みぎみて

ひだり みて」と訴えています。

「赤鬼に怒ら れないように、しっかり止ま

って横断歩道を渡ります」と、参加した児童

は元気いっぱいに話していました。

スナップ ショッ

ト

あなたの撮っ た写真(街の話

題･身近な出来 事など)をお寄せ

ください。採用の方には記念

品を差し上げます。

広報課

住
ん
で
い
る
街
に
自
慢
で
き
る
場

所
が
あ
る
の
は
良
い
こ
と
で
す
ね
。

こ
こ
は
、
宴
会
を
し
て
い
る
花
見

客
も
い
な
い
し
、
上
を
向
い
て
歩
く

と
天
国
気
分
で
す
。

常盤平三丁目

矢尾 透さん・則 子さん

あかりちゃん

市 内 ３ 地 区 で 桜 ま つ り

４月４日・５日を中心に、常盤

平・六実・八柱の三地区で桜まつ

りが行われました。

中でも常盤平の桜通りは、総延

長4.3km にソメイヨシノやオオシ

マザクラなど、約650 本の桜が植樹

されていて、建設省の「日本の道100

選」に指定されています。

当日は満開の桜の下で、市消防

音楽隊や常盤平第二小学校のブラ

スバンド のパレードなど多彩な催

し物があり、沿道の見物客は拍手

喝さ い。桜のトンネルでのお祭り

を、満喫していました。

満
開
の
桜
に
出
会
え
ま
し
た
（
常
盤
平
で
）

ま
つ
ど
文
学
散
歩
 

3
7瀬

戸

内

晴

美

「
こ
こ
過
ぎ
て
-

白
秋
と
三
人
の
妻
-
」

人

気
作
家
・
瀬
戸
内
晴
美
（

寂

聴
）
は
、

徳
島
市
に
生
ま
れ
、
東
京
女
子
大

学
を
卒

業
。
最
初
は
少
女
小
説
や
童
話
で
ス
タ
ー

ト
し

、
昭
和
三
十
一

年
に
『
女
子
大
生
・

曲

愛
玲

』
で
新
潮
社
同
人
雑
誌
賞
を
、
同

三
十
五

年
田
村
俊
子

賁
を
受
け
、
以
後
盛

ん
な
創
作
活
動
に
入
り
ま
す
。

世
俗
の
常
識
を
越
え
て
性
と

情
熱
と
に

忠
実
に

生
き
た
女
性
の
伝
記
も
の
を
得
意

と
し
、
『
か
の
子

撩

乱
』
『
美
は
乱

調
に

あ
り
』
な

ど
を
発

表
。
昭
和

三
十

八

年

『
夏
の

終
り
』
で

女
流
文
学
賞
を
受
け
ま

し
た

。

四

十
八
年
に
は
、
中
尊
寺
で

仏
門
に
入

り
、
法

名
寂
聴
と
し
て
四
十
九
年
か
ら
京

都
嵯
峨
に
寂
庵
を
結
ん
で
い
ま
す
。
　

『
こ
こ

過
ぎ
て
』
は

、
『
新
潮
』
に
昭
和

五
十
六

年
一
月
～
五
十
八
年
九
月
ま
で
三

十
回
に

わ
た
っ
て

連
載
さ
れ
た
、
北
原
白

秋
と
三
人
の
妻
と
の
伝
記
小
説
で

す
。

白
秋
は
、
姦
通
罪
で
訴
え
ら

れ
て
ま
で

し
て

結
婚
し
た
最
初
の
妻
・
松
下

俊
子
と

別
れ
、
二
人
目
の

妻
・
江
口
章
子
と
一
時
、

市
川
市
の
真
問
に

住
ん
だ
こ

と
が
あ
り
ま

す
。章

子
は
、
詩
人
、
歌
人
で
女
性
解
放
運

動
家
で

も
あ
り
ま
し
た
。
白
秋
の
妻
と
な

り
ま
し
た
が
、
新
聞
記
者
と
駆
け
落
ち
し

、

怒
っ
た
白
秋
に

離
別
さ
れ
ま
し
た

。

こ
の
小
説
の
中
で
は
、
章
子

が
、
三
人

目
の

夫
と
な
る
中
村
戒
仙
を
訪
ね
て
、
市

内
南
花
島
の
栄
松
寺
を
訪
ね
て
く
る
シ
ー

ン

が
あ
り
ま
す
。

戒
仙

は
、
章

子
を

柏
市

増
尾
の

辻

堂

（
寮
）
に
移
し

、
章
子
は
こ
こ
で
詩
文
集

『
女
人
山
居
』
を
発
刊
し
ま
し
た
。

な
お
、
柏
市
増
尾
の
少
林
寺
に
は
、
平

成
二
年
地
元
の
江
口
章
子
文
学
愛
好
会
に

よ
り
、
章
子
の
歌
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま

す
。章

子
は

若
い

学

生

た
ち

に

取

り

巻
か

れ

た

と
こ

ろ
で

心

充

た

な
い

も

の

が
あ

っ

た

筈
で

あ

る

。

章
子

が

次
に

頼

っ

た
の

は

大

徳

寺

で

知
り

あ

っ
て

い

た

中

村

戒
仙

で

あ

っ

た

。

先

に

章
子

が
芳

春

院
の

玄

関

脇
の

三

畳

に

住

ん
で

い

た

頃

、

す
で

に

章

子
と

戒

仙

は

め

ぐ

り

あ
っ

て
い

た

。

当
時
の
戒
仙
は
、
芳
春
院
か
ら
二
、
三

百
米
離
れ
た
聚
光
院
に
住
ん
で
い
た
。

（

中

略

）

と
こ

ろ

が

、
章

子

が
入

洛

し
て

み

る

と

、

戒
仙

は

大

徳

寺
か

ら

消

え
て

い

た

。
大

正

十

三

年
、

千

葉
県

松

戸
の

自

坊

、

栄
松

寺

に

帰

っ
て

い

た

の

だ

。

（
中

略

）

葛

飾

と
い

え

ば

、

章
子

に

と

っ
て

は

嬉

し

く

も

苦
し

い

白

秋

と
の

思

い

出

が
し

み

つ

い

て
い

る
土

地

柄

だ

。
そ
こ

へ
ひ

と

り

住
む

決

心

が
出

来

た
の

も

、
戒

仙
の

励

ま

し

と

何

等
か

の

未

来

の

約
束

が

な

さ

れ
て

い

た

か

ら
で

は

な

い

だ

ろ
う

か

。

（

中

略

）

「
な

お

問
題

の

江

口

章
子

女

史
は

大

徳

寺
門

前

町
で

六

畳

と

三

畳
の

陋

屋
に

寓
居

し

て

問

題
の

片
づ

く

の

を
待

っ
て

を
る

が

十
七

日

午

後

中
村

師

と

協
議

の

上
正

式
の

婚
姻

届

を

中

村
師

の

原

籍
千

葉

県

東
葛

飾

郡
小

金

町
の

役
場

あ
て

発
送

し

た
」

と

あ

る

。
そ

し
て

こ

の

結

婚

届
は

、
昭

和

五

年
十

月
二

十

日
に

小
金

町

長

綿

貫

政

吉
に

受

け

付
け

ら

れ
て

い

る

。

（
「
こ
こ
過
ぎ
て
-
白
秋
と
三
人
の
妻
-
」
）

（
市

立

図

書
館

）

栄
松
寺
（
南
花
島
）
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